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試験器を用いて、 50kgまでの圧縮負荷、 lOkgまでの曲げ負荷、 5度までの捻り負荷を加え、それぞれ固
定強度及び移植骨の重み量を測定した。臨床成績では、術前、術後のJOAスコアー及びX線学的評価を
行った。
[結果]力学的研究では、前方固定術に水野式プレート固定を併用することにより、圧縮、曲げ負荷にお
いて、有意に固定強度が高くなっており、また移植骨の歪み量も低くなっていた。捻じり負荷では、固定
強度、主み量共に両群問に有意差は認めなかった。
臨床成績では、 JOAスコアー(満点:27点)は、術前平均13点が術後23点に改善した。 X線学的評価
では、術後すべり率、固定椎聞の前零角度の改善が認められ、最終調査時も維持されていた。移植骨高比
率は、術前17%が術後28%と椎間高の聞大を認め、最終調査時でも27%と保持されていた。骨癒合率は
96.4%で、骨癒合期間は12週から20週と比較的早期に得られた。
[考察]臨床成績は良好であり、力学的検索でも前方椎体間固定術に水野式プレート固定を併用すること
は、J土縮、曲げ負荷において、椎体聞の負荷を軽減するのに有効であった。
以上の研究は脊椎外科領械の治療面において寄与するところが大であると考えられる。よって本研究者
は博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められる。
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